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滋
賀
県
甲
西
町
に
在
住
し
て
い
る
ヤ
コ
ブ
病
患
者
の
谷
た
か
子
さ
ん
の
日
記
で
す
。
こ
の
日
記
を
さ
か
い
に
谷
さ
ん
は
話
す

こ
と
も
書
く
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。 

医
原
性
ヤ
コ
ブ
病
は
、
角
膜
移
植
・
脳
硬
膜
移
植
・
脳
下
垂
体
ホ
ル
モ
ン
製
剤
・
脳
内
深
部
電
極
の
使
用
等
の
経
路
か
ら
発

病
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

谷
さ
ん
は
、
一
九
八
九
年
一
月
に
脊
髄
空
洞
症
の
治
療
で
ヒ
ト
乾
燥
硬
膜
を
移
植
、
一
九
九
六
年
五
月
に
ヤ
コ
ブ
病
と
診
断

さ
れ
ま
し
た
。 

ヤ
コ
ブ
病
は
、
悪
性
プ
リ
オ
ン
タ
ン
パ
ク
が
正
常
な
プ
リ
オ
ン
タ
ン
パ
ク
を
悪
性
に
変
え
脳
細
胞
を
破
壊
し
痴
呆
症
状
が
急

速
に
進
み
、
数
カ
月
で
無
動
・
無
言
状
態
に
な
り
一
～
二
年
で
死
亡
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

厚
生
省
が
一
九
七
三
年
七
月
、
ド
イ
ツ
の
ヒ
ト
乾
燥
硬
膜
ラ
イ
オ
デ
ュ
ラ
を
医
療
用
具
と
し
て
輸
入
・
販
売
承
認
し
て
か
ら

一
九
九
七
年
三
月
の
使
用
禁
止
、
回
収
命
令
ま
で
の
期
間
、
全
国
で
ヒ
ト
乾
燥
硬
膜
の
移
植
件
数
は
、
年
間
二
万
人
、
合
計
約 

ヤ
コ
ブ
病
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

「
わ
た
し
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ゆ
め
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ぜ
ん
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け
そ
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と
し
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い
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ま
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く
ら
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な
っ
て
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く
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が 

こ
わ
い
」 三 

 



 

 

患
者
八
九
一
人
の
う
ち
五
四
人
が
、
ヒ
ト
乾
燥
硬
膜
の
移
植
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
患
者
数 

(1) 

厚
生
省
の
緊
急
調
査
研
究
班
及
び
公
衆
衛
生
審
議
会
成
人
病
難
病
対
策
部
会
専
門
委
員
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ヤ
コ
ブ
病 

ヤ
コ
ブ
病
は
、
非
加
熱
製
剤
の
使
用
に
よ
っ
て
、
多
数
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
を
だ
し
、
エ
イ
ズ
を
発
病
し
て
死
亡
さ
せ
て
い
る

の
と
全
く
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
。 

る
。
発
症
者
と
そ
の
家
族
に
い
た
っ
て
は
、
死
の
恐
怖
と
と
も
に
患
者
が
家
族
の
中
心
で
あ
る
と
い
う
関
係
か
ら
、
生
活
問
題

や
看
護
ま
で
極
め
て
厳
し
い
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
。 

五
〇
万
人
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

病
気
を
治
す
た
め
の
治
療
に
よ
っ
て
不
治
の
病
に
か
か
り
、
一
～
二
年
で
死
に
い
た
ら
し
め
る
。
こ
の
こ
と
に
悲
し
み
と
怒

り
を
お
ぼ
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。 

 

全
国
で
ヒ
ト
乾
燥
硬
膜
の
移
植
件
数
は
、
年
間
二
万
人
、
合
計
約
五
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ヒ
ト
乾
燥
硬
膜
に
つ
い 

こ
の
病
気
は
、
感
染
か
ら
発
症
ま
で
一
～
一
六
年
と
い
わ
れ
て
お
り
、
多
く
の
移
植
者
は
発
症
の
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
て
い 

は
ヤ
コ
ブ
病
患
者
を
対
象
に
し
た
調
査
で
あ
る
。 

よ
っ
て
以
下
、
質
問
す
る
。 
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(3) 

患
者
に
と
っ
て
ヤ
コ
ブ
病
の
早
期
診
断
、
発
症
予
防
、
治
療
法
の
解
明
は
、
緊
急
で
切
実
な
要
求
で
あ
る
。
ま
た
患
者
の

医
療
、
看
護
、
介
護
、
福
祉
面
の
研
究
も
含
め
研
究
体
制
の
強
化
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

(2) 

医
原
性
ヤ
コ
ブ
病
は
硬
膜
以
外
か
ら
も
発
症
し
て
い
る
。
そ
の
面
か
ら
の
調
査
も
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

て
、
政
府
が
承
認
し
た
一
九
七
三
年
七
月
以
降
、
毎
年
の
販
売
量
、
販
売
金
額
及
び
移
植
件
数
は
何
件
と
政
府
は
掌
握
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
移
植
者
全
体
に
つ
い
て
追
跡
調
査
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

と
り
わ
け
、
緊
急
を
要
す
る
問
題
と
し
て
患
者
を
発
症
さ
せ
た
の
と
同
じ
ロ
ッ
ト
（
プ
リ
オ
ン
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
と
疑

わ
れ
る
原
材
料
を
用
い
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
と
混
合
し
た
可
能
性
の
あ
る
も
の
）
を
用
い
た
患
者
の
追
跡
調
査
を
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

は
、
外
国
で
発
症
し
た
の
と
同
じ
製
剤
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
、
使
用
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

米
・
英
・
仏
な
ど
の
各
国
で
は
、
ホ
ル
モ
ン
製
剤
に
つ
い
て
の
ヤ
コ
ブ
病
発
症
の
報
告
が
あ
る
が
、
日
本
で
は
文
献
も
、

ま
た
厚
生
省
緊
急
調
査
班
の
調
査
で
も
報
告
が
な
い
が
、
こ
れ
は
何
故
か
。 

厚
生
省
の
緊
急
調
査
班
は
解
散
し
た
と
聞
く
が
何
故
か
、
む
し
ろ
再
編
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

日
本
で
の
ホ
ル
モ
ン
製
剤
使
用
者
の
追
跡
調
査
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
結
果
は
ど
う
か
。
日
本
で 

五 

 



 

(5) 

日
本
に
お
け
る
硬
膜
移
植
に
よ
る
ヤ
コ
ブ
病
患
者
は
、
世
界
の
患
者
の
約
七
割
を
占
あ
て
い
る
。
な
ぜ
、
日
本
に
お
け
る

発
生
率
が
高
い
の
か
。
以
下
の
経
過
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。 

(4) 
無
動
・
無
言
と
い
う
患
者
の
病
状
か
ら
み
て
家
族
の
介
護
は
、
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
面
か
ら
の
支
援
と

援
助
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

全
管
理
が
ズ
サ
ン
で
あ
る
と
し
て
、
米
国
内
の
病
院
に
対
し
廃
棄
警
告
を
お
こ
な
い
、
同
社
製
品
を
事
実
上
輸
入
禁
止
に
し

た
。 

入
・
販
売
の
承
認
を
行
っ
た
。 

植
に
よ
り
ヤ
コ
ブ
病
に
感
染
し
た
と
す
る
世
界
初
の
症
例
を
報
告
。 

一
九
八
七
年
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
発
行
し
て
い
る
「
Ｍ
Ｍ
Ｗ
Ｒ
」
と
い
う
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
を
Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
全
世
界
に
送 

一
九
八
七
年
五
月
、
Ｂ
・
ブ
ラ
ウ
ン
社
が
安
全
性
を
高
め
る
た
め
ア
ル
カ
リ
処
理
（
不
活
化
処
理
）
を
し
た
。 

一
九
八
七
年
四
月
、
米
国
食
品
医
薬
品
局
（
以
下
「
Ｆ
Ｄ
Ａ
」
）
が
、
Ｂ
・
ブ
ラ
ウ
ン
社
製
品
は
、
消
毒
が
不
十
分
で
安 

一
九
八
七
年
二
月
、
米
国
疾
病
管
理
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
Ｃ
Ｄ
Ｃ
」
）
が
、
国
内
女
性
を
Ｂ
・
ブ
ラ
ウ
ン
社
製
の
硬
膜
移 

一
九
七
三
年
七
月
、
厚
生
省
が
ド
イ
ツ
Ｂ
・
ブ
ラ
ウ
ン
社
の
ヒ
ト
乾
燥
硬
膜
ラ
イ
オ
デ
ュ
ラ
を
、
医
療
用
具
と
し
て
輸 
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ウ
ィ
ル
ス
」
に
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
を
連
載
で
翻
訳
紹
介
し
て
い
る
。 

お
り
、
ヒ
ト
乾
燥
硬
膜
ラ
イ
オ
デ
ュ
ラ
が
危
険
な
医
療
用
具
で
あ
る
こ
と
を
、
以
上
の
経
過
を
み
る
ま
で
も
な
く
充
分
知
り

え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

付
。
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
は
、
移
植
を
う
け
二
二
カ
月
後
に
ヤ
コ
ブ
病
で
死
亡
し
た
、
二
八
才
の
女
性
に
つ
い
て
Ｃ
Ｄ
Ｃ
と
Ｆ

Ｄ
Ａ
が
調
査
。
移
植
材
料
は
、
Ｂ
・
ブ
ラ
ウ
ン
社
の
ラ
イ
オ
デ
ュ
ラ
と
い
う
商
品
で
、
同
社
は
複
数
の
個
体
か
ら
製
造
し
て

い
る
の
で
、
提
供
者
が
固
定
で
き
な
い
。
一
九
九
七
年
四
月
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
は
Ｂ
・
ブ
ラ
ウ
ン
社
に
対
し
、

2
0
0
0
台
の
ロ
ッ
ト

の
ラ
イ
オ
デ
ュ
ラ
の
廃
棄
を
命
令
し
た
。 

厚
生
省
は
、
国
際
的
に
権
威
の
あ
る
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
や
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
、
「
臨
床
と
ウ
ィ
ル
ス
」
な
ど
を
講
読
し
て 

一
九
九
七
年
三
月
、
厚
生
省
が
ヒ
ト
乾
燥
硬
膜
の
使
用
中
止
、
回
収
命
令
を
だ
し
た
。 

一
九
九
七
年
三
月
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
ヒ
ト
乾
燥
硬
膜
を
使
用
し
な
い
よ
う
勧
告
し
た
。 

一
九
九
一
年
、
新
潟
大
学
付
属
病
院
の
医
師
が
、
硬
膜
移
植
感
染
の
疑
い
が
あ
る
国
内
初
症
例
を
論
文
発
表
。 

一
九
八
七
年
、
国
立
予
防
衛
生
研
究
所
の
北
村
氏
（
当
時
・
腸
内
ウ
ィ
ル
ス
部
長
）
が
、
日
本
の
医
学
雑
誌
「
臨
床
と 

一
九
八
七
年
八
月
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
（
日
本
語
版
）
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
を
翻
訳
紹
介
し
て
い
る
。 
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て
、
政
策
決
定
に
最
善
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
知
見
の
蓄
積
や
状
況
の
変
化
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
政
策
を
機
動

的
、
弾
力
的
に
見
直
す
こ
と
や
米
国
の
Ｆ
Ｄ
Ａ
や
Ｃ
Ｄ
Ｃ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
等
と
の
連
携
と
迅
速
な
情
報
収
集
の
必
要
性
」
を
明
確

に
し
て
い
る
。 

ア
メ
リ
カ
で
は
一
つ
の
症
例
で
廃
棄
処
置
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
厚
生
省
は
、
ア
メ
リ
カ
の
廃
棄
処
置
か
ら
九
年
間
、
見
直

し
機
会
が
何
度
と
な
く
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
手
を
う
た
ず
放
置
し
た
こ
と
が
、
日
本
で
の
硬
膜
移
植
に
よ
る
ヤ

コ
ブ
病
患
者
が
世
界
の
七
〇
％
と
い
う
最
悪
の
結
果
を
生
み
出
し
た
原
因
で
あ
る
。 

① 

医
療
用
具
と
し
て
輸
入
・
販
売
承
認
し
た
時
点
で
ど
の
よ
う
な
審
査
を
し
た
の
か
、
こ
の
製
品
が
臓
器
の
一
部
で
あ
る

こ
と
の
リ
ス
ク
を
な
ぜ
考
え
な
か
っ
た
の
か
。 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
和
解
後
の
「
医
薬
品
に
よ
る
健
康
被
害
の
再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
と
い
う
厚
生
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

報
告
書
に
も
、
「
国
民
の
生
命
や
健
康
に
直
結
す
る
分
野
で
は
つ
ね
に
鋭
敏
な
危
機
管
理
意
識
を
も
ち
国
民
の
視
野
に
立
っ 

一
九
九
一
年
に
は
、
日
本
国
内
で
初
症
例
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
九
九
七
年
三
月
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

勧
告
ま
で
何
ら
処
置
を
取
ら
な
か
っ
た
責
任
は
大
き
い
。 

こ
れ
は
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
ス
モ
ン
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
等
こ
れ
ら
薬
害
発
生
の
構
図
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
。 
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九 

② 

Ｂ
・
ブ
ラ
ウ
ン
社
の
ラ
イ
オ
デ
ュ
ラ
は
製
品
ロ
ッ
ト
番
号
不
明
な
ど
ズ
サ
ン
な
製
品
管
理
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
承
認

し
た
の
ち
の
指
導
責
任
を
ど
う
考
え
、
ど
う
改
善
す
る
の
か
。 

③ 

Ｂ
・
ブ
ラ
ウ
ン
社
の
よ
う
な
ア
ル
カ
リ
処
理
で
は
、
プ
リ
オ
ン
が
完
全
に
不
活
化
さ
れ
な
い
と
い
う
九
州
大
学
の
立
石

教
授
ら
の
実
験
報
告
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。 

④ 

厚
生
省
の
関
係
者
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｗ
Ｒ
や
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
、
「
臨
床
と
ウ
ィ
ル
ス
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ヒ
ト
乾
燥
硬
膜
に
よ
る 

ヤ
コ
ブ
病
の
危
険
性
を
い
つ
、
誰
が
知
っ
た
の
か
。
知
っ
た
時
点
で
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。
一
九
八
七
年
、
Ｃ
Ｄ

Ｃ
の
報
告
の
あ
っ
た
時
点
で
、
厚
生
省
の
内
外
に
ヒ
ト
乾
燥
硬
膜
に
よ
る
ヤ
コ
ブ
病
の
危
険
性
を
指
摘
す
る
人
は
い
な 

か
っ
た
の
か
。 

⑤ 

政
府
は
、
乾
燥
硬
膜
ラ
イ
オ
デ
ュ
ラ
を
医
療
用
具
と
し
て
輸
入
・
販
売
の
承
認
を
し
た
以
上
、
そ
の
結
果
生
じ
た
被
害

に
対
し
、
責
任
を
認
め
被
害
者
に
謝
罪
し
、
完
全
な
救
済
を
行
う
立
場
で
解
決
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 

 


